
【グループ用】 

 

（グループ名 A グループ ） 

テーマ【計画書概要版Ｐ5 の成果指標：DV の被害経験があるにもかかわらず、相談しなかった人の割合を 60％以下にするには？】 

 

Q１ DV の被害経験があるのに、相談しない人が多い要因は何だと思いますか？あなたが考える要因は何だと思いますか？  

 

Q２ どのようにしたら、被害者の人が市役所等の公的機関の窓口に相談すると思いますか？あなたが考える方法・手段を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

Q３ 内閣府男女共同参画局が毎年 11 月 12 日～25 日に実施する「女性に対する暴力をなくす運動」月間などに合わせ、市でもＤＶ被害に関する様々なセミナー、チラシ等の啓発活動を実施してい

ますが、当事者以外の人になかなか関心を持ってもらいにくい現状があります。どのような方法・手段であれば、この問題に関心を持ってもらえると思いますか？あなたが考える方法・手段を教え

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【グループ用】 

 

（グループ名 B グループ ） 

テーマ【計画書概要版Ｐ3 の数値目標：男女共同参画に関する講座等の参加者数・講座数の目標値を達成するには？】 

 

Q１ 鳥栖市では男女参画国際交流係が男女共同参画に関するセミナー等の様々な講座・広報等の啓発活動を実施していますが、それ以外にも生涯学習課等の他の課でも男女共同参画に関わりのある

テーマの講座を実施しています。しかし、近年は人が集う対面の講座が減少しており、開催してもなかなか参加者が集まりにくい現状があります。あなたは、この要因は何だと思いますか？ 

 

Ｑ２ 市が開催する男女共同参画に関する講座は、今後、どのような内容・方法でしたらいいと思いますか？また、どのようにしたら、あなたは参加したいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

Q３ 講座以外の啓発活動の有効な方法として、あなたはどのような手段・方法があると思いますか？どのようにしたら、男女共同参画についての関心を高められると思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  


